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「ゆう・あいステッププラン～亀岡市男女共同参画計画～後期実施計画」 
  

 
１．目的 
 「ゆう・あいステッププラン～亀岡市男女共同参画計画～」に基づき、「性別にとらわれ

ず誰もが自分らしく生きられるまち 亀岡」を基本理念として、男女共同参画社会の実現に

向けて施策の把握、検証を行うため前期 5 年を引き継ぎ、「ゆう・あいステッププラン～亀

岡市男女共同参画計画～後期実施計画」（以下、後期実施計画とする。）を策定するものです。 
 
 
２．期間 
 「ゆう・あいステッププラン～亀岡市男女共同参画計画～」の実施年度が、平成２３（2011）
年度から平成３２（2020）年度までの１０年間であることから、平成２３（2011）年度か

ら２７（2015）年度までを前期とし、平成２８（2016）年度から平成３２（2020）年度ま

でを後期としています。 
 
 
 
 
 
 
 
３．後期実施計画の視点 
 前期計画５年の施策の成果・検証を行うとともに、「亀岡市男女共同参画に係る市民の意

識と実態調査」（以下、「今回調査」という。）の結果をふまえ社会状況や市民の意識の変化

を加味しながら整理を行います。 

 
 
４．市民の意識調査 
平成２６（2014）年１０月に前期５年の経過と市民の意識や実態を把握するため「今回

調査」を実施しました。 
 
 
 
 
 
 
 

前期実施計画（23～27 年度） 後期実施計画（28～32 年度） 

[ 計画期間 ] 

ゆう・あいステッププラン～亀岡市男女共同参画計画～（23～32 年度） 

○調 査 対 象：亀岡市在住の満 20 歳以上の男女 2,000 人を無作為抽出 
○調 査 期 間：平成 26 年 10 月 1 日～平成 26 年 10 月 24 日 
○調 査 方 法：郵送による配布・回収 
○有効回収率：697 通（有効回収率 34.9％）    
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５．推進方策 
 今回調査を分析し、解決に向けた推進方策として『意識』、『環境』、『安全・安心』、 
『啓発』という４つの項目を提起します。この推進方策の４項目を踏まえ、男女共同参画社

会の達成に向け「後期実施計画」を策定します。 
 

（１）『意識』～亀岡市民の男女平等に関する意識について～ 
今回調査で、「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方に“同感しない

（どちらかといえば反対）”の割合は４５．４％です。平成１８年に実施した「男女共同参

画に関する市民の意識と実態調査」（以下、「前回調査」という。）では“同感しない”が 

３２．３％です。今回調査では前回調査と比べて１３．１ポイント高くなっています。 

また、“同感する（賛成）”は、１０ポイント近く減っています。 

つまり、次のグラフのとおり、性別による固定的役割分担意識は解消されてきていること

がうかがえます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、さまざまな場においての、男女の地位の平等感については前回調査に引き続き「学

校教育の場」において、“平等”であると感じる人の割合が高く５２．９％となっています。

一方、今回調査では「政治の場」では６９．０%、「社会通念・慣習・しきたりなど」に 
おいては７６．３％の人が“男性の方が優遇されている”と答えています。 
「家庭生活」「職場」「自治会やＮＰＯなどの地域活動の場」では、前回調査と比べると  

“男性の方が優遇されている”と答えた割合がわずかに低くなっており、身近な所から男女

共同参画が進んできている兆しがうかがわれます。 

（どちらかといえば反対・同感しない（反対）  合わせて４５．４％） 今回調査 

前回調査 (同感しない（反対）   ３２．３％) 

N =

697 7.9 36.4 23.4 22.0 8.0 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

同感する（賛成） どちらかといえば賛成 どちらかといえば反対

同感しない（反対） わからない 無回答

N =

998 17.1 46.6 32.3

2.4

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

同感する どちらともいえない 同感しない

わからない 無回答
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 このように今なお残る性別による固定的役割分担意識の考え方を変えていくよう推進し

ます。 
  
 
 
 
 
 
 
 
（２）『環境』～亀岡市の男女共同参画社会を目指すために必要なこと～  
 今回調査では、亀岡市の男女共同参画社会を目指すために必要なこととして「仕事と家庭

生活などの両立支援を充実すること」の割合が４２．０％と最も高く、次いで「女性に対す

る偏見、固定的な社会通念、慣習・しきたりを改める」の割合が３４．３％、また、「男性

の家事、子育て、介護、地域活動への参加を促す」の割合が３２．７％となっています。 
ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）を実現できるまちづくりを目指し、さら

にワーク・ライフ・シナジー（仕事と生活の相乗効果）が得られるよう、男性の家庭生活へ

の参加を促すとともに、総合的な子育て支援、そして豊かな高齢者支援を展開する環境を整

えます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）『安全・安心』～配偶者・恋人等からの暴力について、災害について～  

 今回調査で、配偶者等からの暴力について、「身体的暴力」を受けたことがある人が 

５．１％で、「無視される」１３．５％、「大声でどなる」といった言葉の暴力を受けた

ことがある人が２４．４％となっています。 

 また、「防災、災害復興対策で男女の性別に配慮して取り組む必要があることは何です

意識面へのアプローチ 

 
 男性中心型労働慣行等の変革と、ジェンダー（社会的、文化的につくられた性別）

にとらわれている生活習慣に気付き見直すこと。 
 女性に対する偏見、固定的な社会通念、慣習しきたりを改めること。 

環境面へのアプローチ 

 
 社会的弱者への総合的な支援の充実を図ること。 
 地域ぐるみの子育て支援の充実を図り、子育て家庭の孤立化や負担感の解消

を図ること。 
 男性の家庭生活への参加を促進するとともに、子育て支援、高齢者支援等を

展開すること。 
 あらゆる分野における女性の活躍を推進し、女性の職域拡大、女性の管理職

への積極的登用を図ること。 
 ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）、さらにワーク・ライフ・シ

ナジー（仕事と生活の相乗効果）を実現できるまちづくりを目指すこと。 
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か」との質問に、７２．７％の人が「避難所の設備（男女別のトイレ・更衣室・ 

防犯対策）」と回答しています。日ごろからジェンダーの意識を高めることが有事の際に

当然の事として性別に配慮した行動につながります。 

 多様な立場の市民の、安全・安心の生活を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）『啓発』～亀岡市男女共同参画の推進について～  

 亀岡市における男女共同参画に関する認知度は、「男女雇用機会均等法」「ストーカー行為

等の規制等に関する法律（ストーカー規制法）」「配偶者からの暴力防止及び被害者の保護等

に関する法律（ＤＶ防止法）」で「内容まで知っている」「見聞きしたことがある」を合わせ

た割合が８割以上となっているほかは、「女性差別撤廃条約」「ワーク・ライフ・バランス（仕

事と生活の調和）」「ポジティブアクション（積極的改善）」「ジェンダー（社会的、文化的に

つくられた性別）」「亀岡市男女共同参画条例」「ゆう・あいステッププラン」で「知らない」

の割合が高い傾向にあります。 

 また、亀岡市男女共同参画を進める上で取組みが不十分な分野として、「男女が子育てや

介護をともに担える環境づくり」が３６．９％。次いで「制度や慣行の見直し、実態調査、

啓発、情報提供の実施」が２３．１％となっています。 
これらの結果をもとに、市民と行政の協働による市民活動の取り組みや「ゆう・あいフォ

ーラム」を実施し、気づくことから理解でき、行動を変える取り組みを行っていきます。 

あわせて、年度ごとに実施状況の評価と、課題の把握に努めるとともに、多くの市民にわ

かりやすく理解が深まるような啓発や情報の公表、提供に努め、年齢や地域に応じた施策を

推進し、『性別にとらわれず誰もが自分らしく生きられるまち 亀岡』の実現を目指します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

安全・安心面へのアプローチ 

 
 「女性の相談室」の相談事項から見えるＤＶや貧困等女性特有の悩みを総合的

に理解し被害者を保護・支援する体制の充実を図るとともに関係機関との連携

強化を図ること。 
 災害対策に対応するため、男女双方の視点を取り込み安全・安心で合理的な配

慮を図ること。 

啓発面へのアプローチ 

 
 教育現場だけに関わらず生涯学習の場として、市民にわかりやすいセミナー等、

男女共同参画の学習機会を提供すること。 
 「男女共同参画週間」等における広報物を通じた啓発活動の強化を図ること。 
 市民協働による、市民参加型の「ゆう・あいフォーラム」の開催および、 

啓発紙「ゆう・あいネット」を発行すること。 
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６．計画の位置づけ 
  この後期実施計画は、『女性の職業生活における活躍の推進に関する法律 (平成２７年

法律第６４号」)』第６条第２項に規定されている『亀岡市女性の職業生活における活躍

についての推進計画』として位置付けます。 
  女性活躍推進法に係る施策については後期実施計画内で「☆印」を記入しています。 
 
 
７．計画のサイクル 
  後期実施計画及び推進計画については、以下のＰＤＣＡサイクルで年度ごとに 
 進捗状況の把握・管理・調整等を図ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ｐ  数値目標・事業計画の設定 Ｄ   施策・事業の実施 

Ｃ  状況の把握・課題の分析 

 

 施策・成果指標の実施報告 
 

Ａ   審議・分析・修正 

 

 男女共同参画推進本部会議及び 

男女共同参画審議会で審議・分析 

 年次計画の修正・補正 

男女共同参画社会 
性別にとらわれず誰もが自分らしく 

生きられるまち 亀岡 


